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​博多のゲートから、今の福岡へ。呉服町を歩く​
​福岡リアルティの物件と、その周辺の街の魅力を紹介​

​する本シリーズ。今回は、天神と博多の間に位置する​

​「呉服町・祇園エリア」を歩きます。​

​寺社や古い町割りに博多の歴史を残しながら、オフィ​

​スや住まい、新しい店やホテルが加わり、街の風景は​

​少しずつ変化しています。都心の回遊が広がるなか、​

​ビジネス、暮らし、歴史が交差する場所として、いま​

​改めて注目したいエリアです。都市の更新が進む福岡​

​で、呉服町・祇園がどのような魅力を持ち、都心の中​

​でどんな役割を担っているのかを見ていきます。​

​博多旧市街への入口に立つ「博多千年門」。博多のさ​

​らなる繁栄を願い、地域と福岡市が一体となって2014​

​年に建てた、寺社町へのウェルカムゲートです。門を​

​くぐると博多駅から旧市街へ人を導く承天寺通りが延​

​び、寺院の屋根や緑、その間に小さな商店や住宅、オ​

​フィスが見えてきます。​

​この周辺には、博多が「人を迎える場所」であり続け​

​てきた時間が重なっています。近くの出来町公園は、​

​1889年に開業した初代博多駅があった場所。現在の博​

​多駅は、そこから約650m南東にあり、新幹線で本州と​

​九州を結びます。福岡空港へも地下鉄で約5分です。​

​大博通りを北へたどれば、呉服町を経て国際会議場や​

​展示場が集まるウォーターフロント、さらに港へと続​

​きます。鉄道、空港、港。そして、かつて海を越えて​

​人や文化を迎え入れた博多。時代と交通手段は変わっ​

​ても、いくつもの「ゲート」が近い距離にあること​

​が、このエリアの特徴です。​

​博多の時間が残る路地​
​承天寺は1242年の創建。博多を拠点に対外貿易で活躍​

​した宋（中国）出身の貿易商・謝国明が主要な施主と​

​なり、宋で学んだ聖一国師を開山に迎えました。​

​聖一国師が持ち帰った製粉技術から、うどん、そば、​

​饅頭などの粉食文化が広まったと伝えられています。​
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​承天寺は、約780年続く博多祇園山笠の起源にゆかり​

​のある寺としても知られています。祭りの本番は7月​

​ですが、準備は6月から始まり、地域の人々が仕事や​

​暮らしの傍らで関わります。町の自治や人のつなが​

​り、役割を世代から世代へ受け継いでいく山笠は、博​

​多の暮らしの中に今も息づく都市文化です。​

​少し歩けば、1195年に栄西が開いた、日本最初の本格​

​的な禅宗寺院とされる聖福寺もあります。12世紀ごろ​

​の博多は宋との交易拠点として栄え、人や物、文化が​

​海を越えて行き交いました。禅も食も祭りも、外から​

​届いたものをこの土地の日常へ変えてきた歴史の一部​

​です。​

​新旧が混ざる街​

​呉服町らしさは、歴史地区とビジネス街がきれいに分​

​かれていないところにあります。​

​寺院の隣にオフィスがあり、その先には食堂や個人商​

​店、住宅があります。​

​旅行者、会社へ向かう人、店を開ける人、ここで暮ら​

​す人。同じ路地を目的の違う人たちが使っています。​
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​地下鉄「呉服町」駅から地上に出ると、明治通り沿い​

​にオフィスが並び、その上には空が広がっています。​

​空港が都心に近い福岡では、航空法による高さ制限が​

​長くスカイラインに影響してきました。都市としての​

​密度がありながら、空が近く感じられる。このスケー​

​ル感も福岡らしい風景です。​

​呉服町駅のシンボルは、12世紀ごろに博多を行き交っ​

​た日宋交易船。東西の明治通りは天神方面へ、南北の​

​大博通りは博多駅と港方面へ伸びています。​

​世界とつながる仕事、小さな商い​
​「外とつながる街」という性格は、現代の呉服町にも​

​続いています。2023年に誕生した博多FDビジネスセン​

​ターは、その新しい顔のひとつです。​

​波打つようなガラスのファサードは、デンマークの​

​シュミット・ハマー・ラッセン・アーキテクツによる​

​もの。緑のある公開空間やアートを取り入れ、災害時​

​の事業継続、環境への配慮、働く人の快適さなど、国​

​内外の企業が福岡に拠点を置く際に求める、現代的な​

​オフィスの条件を備えています。テナントには、アク​

​センチュア、マーシュ ジャパン、マーサージャパン、​

​ステート・ストリート信託銀行など、国際的なネット​

​ワークをもつ企業が名を連ねています。​

​一方、路地に入れば、小さなオフィスや個人商店、飲​

​食店など、街の日常を支える商いが続いています。昼​

​どきには、大企業で働く人も、店を営む人も、旅行者​

​も、近所の人も、同じ店の暖簾をくぐります。ビジネ​

​ス、観光、暮らしがそれぞれ別の場所に分かれるので​

​はなく、同じ街の風景として重なっている。この距離​

​の近さが、呉服町らしい街のリズムをつくっていま​

​す。​
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​オフィスが街と交わる​
​2003年竣工の呉服町ビジネスセンターは、マイケル・​

​グレイブスによるデザインと、地下鉄駅直結の利便性​

​を備えています。その20年後に誕生した博多FDビジネ​

​スセンターでは、働く人の快適さに加え、建物が街に​

​開かれていることにも新しい価値が置かれています。​

​いま大切なのは、オフィスが街とどう交わるか。ラン​

​チに出れば個人商店や飲食店があり、路地を歩けば寺​

​院の緑に出会う。仕事の時間と街で過ごす時間が、切​

​り離されずにつながっています。​

​その感覚は、福岡での暮らしにも続きます。都心で働​

​きながら、休日には海岸線を走ったり、サーフィンを​

​したり、海辺でコーヒーを飲んだり。海や山が近く、​

​都市でキャリアを築くことと自然の近くで暮らすこと​

​が、同じライフスタイルの中にあります。少し西海岸​

​的な軽やかさも、福岡らしさのひとつです。​

​2025年度の市民意識調査では97.4％が福岡市を「住み​

​やすい」と回答。2015年から2025年の人口増加数と増​

​加率も、国内21大都市の比較でともに1位でした。働​

​く場所だけでなく、その外にある街や暮らしまで含め​

​て選ばれていることが、福岡の成長につながっていま​

​す。​

​観光地が、都市になるとき​
​福岡の街を歩いていると、国内からの旅行者に加え、​

​アジアを中心とする海外からの旅行者の姿が日常の風​

​景に溶け込んでいます。空港や港が都心に近い福岡で​

​は、海外から来た人の姿も日常の風景です。外とつな​

​がり、人を迎えてきたことは、かつて交易で栄えた博​

​多から続く、この街の性格のひとつでもあります。​

​博多旧市街も、そうした人の流れを受け止める場所で​

​す。人が訪れれば、宿泊や飲食、案内などの仕事が生​

​まれ、働く人が通い、暮らし、店や地域の文化を支え​

​ます。観光地が都市になるのは、その往来が仕事や暮​

​らしと重なり、次の文化を育て始めたときです。​
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​天神では、建て替えと公共空間の更新を進める「天神​

​ビッグバン」、博多駅周辺では、駅前の回遊性を高め​

​る「博多コネクティッド」が進んでいます。2026年7​

​月に開業した西日本シティビルでは、建物の内外に公​

​開空地「コネクティッドコア」を設け、低層部の店舗​

​やホール、明治公園へ続くプロムナードを通して、駅​

​前の人の流れを周辺へと広げています。​

​その先では、明治公園も大きく姿を変えました。芝生​

​の広場だけでなく、立体園路やテラス、飲食店、都市​

​型スパまでが重なり、駅前に「立ち止まり、過ごす」​

​ための場所が生まれています。建物を更新するだけで​

​なく、歩くことや滞在することまで含めて都市の使わ​

​れ方を変えていく——博多コネクティッドの変化が、​

​具体的な風景として現れ始めています。​

​この天神と博多という二つの成長拠点の間にあるの​

​が、呉服町です。旧市街や港方面へ人の流れをつなぎ​

​ながら、歴史ある町割りと独自のスケールを保つこの​

​エリアは、都心の回遊が広がるほど、その位置の面白​

​さが際立ってきます。​

​博多千年門が旧市街へのゲートなら、呉服町もまた、​

​いくつもの福岡をつなぐゲートウェイです。世界とつ​

​ながる企業、路地の商い、禅寺、山笠、国内外から訪​

​れる人々、そして少し先の海。仕事と旅、暮らしと文​

​化、新しいものと古いものが、ここでは近い距離で交​

​わっています。​

​近年は、この街の歴史を「残す」だけでなく、今の暮​

​らしの中で楽しむ機会も増えています。​

​秋には「​​博多秋博​​」として、寺社の伝統行事やまち歩​

​き、食や文化の催しが街の各所で開かれます。なかで​

​も「​​博多旧市街ライトアップウォーク 千年煌夜​​」や、​

​地域住民が手づくりの灯明で街を照らす「博多灯明​

​ウォッチング」は、歴史ある街を身近に楽しむきっか​

​けとして定着しています。​
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​歴史を観光資源として眺めるだけでなく、ここで暮ら​

​す人、働く人、訪れる人が一緒になって、その魅力を​

​今の時代につないでいく。そんな循環もまた、呉服​

​町・博多旧市街が「観光地」だけではなく、今も動き​

​続ける都市であることを物語っています。​
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